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1. 2022年3月期第2四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第2四半期 9,214 △9.5 274 △55.9 231 △61.8 160 △61.4

2021年3月期第2四半期 10,183 7.7 621 121.8 605 138.5 414 148.5

（注）包括利益 2022年3月期第2四半期　　121百万円 （△73.2％） 2021年3月期第2四半期　　454百万円 （218.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第2四半期 20.73 ―

2021年3月期第2四半期 66.47 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期第2四半期 11,862 4,879 39.6 631.42

2021年3月期 10,287 4,733 46.0 612.52

（参考）自己資本 2022年3月期第2四半期 4,700百万円 2021年3月期 4,733百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 0.00 ― 20.00 20.00

2022年3月期 ― 0.00

2022年3月期（予想） ― 20.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年3月期の連結業績予想（2021年4月1日～2022年3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 20,086 △2.1 1,000 △17.7 912 △14.8 604 △10.4 78.25

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期2Q 7,850,000 株 2021年3月期 7,850,000 株

② 期末自己株式数 2022年3月期2Q 122,736 株 2021年3月期 121,736 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期2Q 7,727,980 株 2021年3月期2Q 6,238,534 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くだ
さい。
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ファイル名：第55期2Q決算短信（3.定性的情報） 最終印刷日時：2021/11/12 14:09:00 
 

 

１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症拡大の環境下におい

て、緊急事態宣言の断続的な発出やまん延防止等重点措置が発令される中で、ワクチン接種など対策

は進みつつあるものの、消費環境や企業収益が悪化した状況が続き、先行きは依然として不透明な状

況が続いております。また外部環境としても、原油価格の高止まりによる原材料価格の高騰や為替の

変動による円安傾向等、当社グループの経営に対して厳しい状況が続いております。コロナ禍が続く

中で、消費動向にも変化が生じており、それに対する取引先企業の取り組みもコロナ禍の情勢を見な

がらの試行錯誤の対応が続き、大口取引先の停滞、大口案件の受注の先送りが依然続いている状況で

ありました。 

そのような環境の下で、当社グループは、顧客への提供価値が変化している中で、これまで培い蓄

えてきた企業価値を最大限高め、さらなる成長を目指し、2021年４月に新経営ビジョン「「おどろ

き！の快適」を追究し包想する、感動創出メーカーになる・一人ひとりが考え抜き、最短・最速・最

適に挑戦し続ける」を設定いたしました。高収益企業となることを事業活動の指針として、ОＥＭを

含めた購買行動促進のための販売促進支援活動といった事業形態を見据えて活動してまいりました。

その目的遂行の一環として、ジェイ・エスコムホールディングス株式会社との化粧品及び通信販売事

業における商品共同開発等の業務提携を進める中で、同社関連会社である株式会社ファインケメティ

ックス(化粧品・医薬部外品の受託製造会社)を買収いたしました。東京2020オリンピック・パラリン

ピック大会終了時から企業からの販売推進の受注もコロナ禍収束に向けて回復しつつあり、今後は化

粧品ОＥＭを含め開発力、仕入調達力を生かした販売促進活動を進めてまいります。 

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は「収益認識に関する会計基準」等の適用により466

百万円減少し、9,214百万円（前年同期比9.5％減）となりました。利益面につきましては、企業価値

調査費用、不適切取引に関わる監査費用等による販管費の増加(前年同期比10.5%増)により、営業利益

は274百万円（前年同期比55.9％減）、外部調査委員会の費用を営業外費用に計上したことで経常利益

は231百万円（前年同期比61.8％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は160百万円（前年同期比

61.4％減）となりました。 

 

 

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。 

 

（営業促進支援事業） 

当セグメントにつきましては、お客様自身の営業を一層促進していただくために、企画から配送に

いたるまで商品・サービスの提供、支援をする事業であり、販売促進、ОＥＭ、発送代行の３つの売

上で構成されております。新型コロナウイルスの感染拡大が続く中、社会経済活動の停滞を背景とし

た企業によるプロモーション活動の見送り、各種イベント開催の自粛の影響により、販促品キャンペ

ーンを軸とする販売促進は大口顧客の停滞等により大変厳しい状況下であり、売上は減少(前年同期比

393百万円、14.1％減)いたしました。前期より堅調に推移していた化粧品等のОＥＭは利益率の高い

大口の受注案件の新商品投入の延期等により売上額は大幅に減少(前年同期比366百万円、33.1％減)い

たしました。また発送代行は「収益認識に関する会計基準」等の適用もあり売上は減少(前年同期比

482百万円、31.9％減)いたしました。 

その結果、売上高は4,178百万円（前年同期比22.9％減）、セグメント利益は296百万円（前年同期

比43.2％減）となりました。 
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（商品販売事業） 

当セグメントにつきましては、100円ショップやドラッグストア、小売販売店に対して、商品を企画

提案し、調達し、そして提供する事業であり、100円ショップ向け、量販店向け、新聞販売店をはじめ

とするその他の先に対する３つの売上で構成されております。コロナ禍において、テレワーク、GIGA

スクール構想等によって生活形態に変化が生じており、100円ショップ向けはポリ製品を中心とした消

耗品、キッチン周りの新商品、電子機器周辺商品等の売上が増加(前年同期比101百万円、2.8％増)い

たしました。量販店向けは、新規開拓による取引先の増加と、それに伴いポリ商品および紙商品等の

売上が増加(前年同期比244百万円、49.5％増)いたしました。また新聞販売店をはじめとするその他の

売上は新聞販売店向けの雨避けラッピングフィルムの販売が振るわず減少(前年同期比73百万円、

12.3％減)いたしました。 

その結果、売上高は5,032百万円（前年同期比5.7％増）、セグメント利益は251百万円（前年同期比

29.2％減）となりました。 

 

（その他の事業） 

その他の事業につきましては、物流倉庫の賃貸を行っており、売上高は12百万円（前年同額）、セ

グメント利益は８百万円（前年同期比0.4％増）となりました。 

 

(2) 財政状態に関する説明 

資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は11,862百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,574百万円

増加しました。これは主に現金及び預金が減少したものの、受取手形及び売掛金や原材料及び貯蔵品、

有形無形固定資産等が増加したことによるものであります。 

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は6,983百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,429百万

円増加しました。これは主に未払法人税等が減少したものの、短期借入金等が増加したことによるも

のであります。 

当第２四半期連結会計期間末の純資産は4,879百万円となり、前連結会計年度末に比べ145百万円増

加しました。これは主に非支配株主持分等が増加したことによるものであります。 

 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

2021年７月21日に公表いたしました通期の業績予想につきましては、現時点において変更はありま

せん。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 943,536 742,260

受取手形及び売掛金 2,846,922 3,218,361

電子記録債権 693,437 619,374

商品及び製品 2,324,382 2,334,422

仕掛品 135,488 157,388

原材料及び貯蔵品 132,707 477,028

その他 327,958 213,946

貸倒引当金 △1,731 △1,121

流動資産合計 7,402,702 7,761,659

固定資産

有形固定資産

土地 1,125,075 1,414,975

その他（純額） 820,246 918,156

有形固定資産合計 1,945,321 2,333,131

無形固定資産

のれん - 822,924

その他 136,467 117,349

無形固定資産合計 136,467 940,274

投資その他の資産

その他 833,185 857,148

貸倒引当金 △29,861 △29,861

投資その他の資産合計 803,324 827,287

固定資産合計 2,885,113 4,100,693

資産合計 10,287,815 11,862,353

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,330,000 1,397,308

短期借入金 2,690,000 4,240,000

1年内返済予定の長期借入金 88,550 67,550

未払法人税等 262,442 55,810

未払消費税等 36,417 52,180

賞与引当金 116,593 117,449

その他 505,724 494,622

流動負債合計 5,029,728 6,424,920
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

固定負債

長期借入金 54,300 109,443

退職給付に係る負債 39,155 68,363

長期未払金 144,212 144,212

その他 286,665 236,299

固定負債合計 524,333 558,317

負債合計 5,554,061 6,983,237

純資産の部

株主資本

資本金 715,615 715,615

資本剰余金 915,408 915,408

利益剰余金 2,908,603 2,914,231

自己株式 △56,918 △56,918

株主資本合計 4,482,708 4,488,336

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 165,488 161,183

繰延ヘッジ損益 28,561 1,150

為替換算調整勘定 56,994 50,047

その他の包括利益累計額合計 251,045 212,381

非支配株主持分 - 178,398

純資産合計 4,733,753 4,879,116

負債純資産合計 10,287,815 11,862,353
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 10,183,520 9,214,959

売上原価 8,001,194 7,216,529

売上総利益 2,182,325 1,998,429

販売費及び一般管理費 1,560,857 1,724,219

営業利益 621,468 274,210

営業外収益

受取利息 132 627

受取配当金 3,878 4,965

為替差益 16,054 18,554

デリバティブ評価益 - 7,250

資材売却収入 1,854 2,041

債務免除益 - 18,274

その他 683 4,061

営業外収益合計 22,603 55,775

営業外費用

支払利息 12,982 11,048

デリバティブ評価損 22,349 -

調査関連費用 - 86,476

その他 3,734 1,279

営業外費用合計 39,066 98,805

経常利益 605,005 231,181

特別利益

固定資産売却益 - 327

特別利益合計 - 327

特別損失

固定資産売却損 - 1,083

固定資産除却損 578 1,571

特別損失合計 578 2,654

税金等調整前四半期純利益 604,427 228,854

法人税、住民税及び事業税 166,918 53,817

法人税等調整額 22,849 14,843

法人税等合計 189,768 68,661

四半期純利益 414,659 160,193

親会社株主に帰属する四半期純利益 414,659 160,193
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純利益 414,659 160,193

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 80,383 △4,304

繰延ヘッジ損益 △22,106 △27,411

為替換算調整勘定 △18,927 △6,947

その他の包括利益合計 39,349 △38,663

四半期包括利益 454,008 121,529

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 454,008 121,529
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更） 

当第２四半期連結会計期間より、株式会社ファインケメティックスの株式を取得し、連結の範

囲に含めております。 

 

（会計方針の変更） 

（収益認識に関する会計基準等の適用） 

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29 号 2020 年３月 31 日。以下「収益認識会

計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの

支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を

認識することとしております。 

収益認識会計基準等の適用による主な変更点は、代理人取引に係る収益認識であります。顧客

への財又はサービスの提供における当社の役割が代理人に該当する取引については、従来は顧客

から受け取る対価の総額を収益として認識しておりましたが、顧客から受け取る額から仕入先に

支払う額を控除した純額で収益を認識する方法に変更しております。 

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第 84 項ただし書きに定める経過的

な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した

場合の累積的影響額を、第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高か

ら新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認識会計基準第 86 項に定める方法を適用

し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の

額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は 466,447 千円減少し、売上原価は 464,170 千

円減少し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ 2,276 千円減少してお

ります。また、利益剰余金の当期首残高に与える影響はありません。 

 

（時価の算定に関する会計基準） 

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第 30 号 2019 年７月４日。以下「時価算定

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第 19 項

及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第 10 号 2019 年７月４日）第 44－２項に定

める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって

適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。 
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